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芸術類型卒業作品展・卒業演奏会

熊野高等学校

（239）

　本校は、芸術類型を大きな特色の一つとして、演
奏活動及び作品制作など、生徒の芸術活動に取り組
んでいます。その成果を発表する機会として、毎年
卒業演奏会・卒業作品展を開催しています。
　今年度、音楽コースは新たな発表の場を拓き、２
月21日（日）に広島市南区民文化センターにおい
て卒業演奏会を開催し、活動の成果を披露します。
（10：30開場、11：00開演）
　美術・書道コースは，2月16日（火）～21日（日）広島
県立美術館において卒業制作展を開催します。生徒
の発表の場として21日（日）に同会場で3年生による
作品解説を行い、大学の先生にご講評をいただく予
定です。（書道14：30～、美術15：00～）生徒それぞれ
がテーマ・目標をもち、自らの作品について解説し、
プレゼンテーション能力をのばし鍛えていく機会
としています。
　忌憚なく御意見、御感想をいただき、今後の活動
の励みにしたいと思っております。ぜひ御来場くだ
さい。

熊野高等学校　
854 －４１５５
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子どもは地域で守る！！『子ども110番の家』にご協力ください。
対応マニュアル・ステッカーまたはタペストリーを送付します。
青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　 820-5621

中溝４丁目 9-11 ／ 東山 4-4

広告

生徒募集中
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サンライトスクール

・幼児かきかたランド
・そろばん教室
・小１、２、3対象
　読み　書き　そろばん教室

・毛筆、硬筆　書写教室
Tel 082-854-0101 ／ Fax 082-854-8800
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　第62回日本伝統工芸品展に部谷きよみさ
ん（神田）が人形の部門で入選されました。
部谷さんの人形作りの経歴は30年以上にも
なり、同展への入選は今回で８回目になり
ます。
　初入選は第42回同展。当時は筆まつりで
大書をする女性をモデルに制作されるなど、
日常生活の一コマを人形のモチーフにされ
ていましたが、10年ほど前から抽象的なも
のへと作風が変化したそうです。今回の入
選は作風が変化してから初めての入選で、
花をイメージして制作されています。
　お話を伺ったところ、「大好きな花をイ
メージして制作し続けて、６回目でようや
く入選したので嬉しいです。初めての入選
の時と同じで、地元の方々に助けられての
入選です。」と感謝の気持ちを述べられて
いました。
第62回日本伝統工芸品展は下記の日程で広
島でも開催されます。ぜひご覧ください。

２月24日（水）～３月13日（日）
広島県立美術館

 （総務課）

「昨年美術コース講評会の様子」

第62回日本伝統工芸品展
入選おめでとうございます

「ラベンダーの丘」
作：部谷きよみ

　「めざせ！あいさつ日本一！」は、中学校
からスタートした挨拶のレベルです。この
挨拶のレベルは５年前中学校の掲示板に
貼ってあったものです。当時、「挨拶は自
然に心からするものだ」という意見もありま
したが、その心の耕しができていない状
態で待っていても挨拶ができるようにはな
らないと思いました。子ども達を支援して
くださっている地域の様 な々団体の方々が、
挨拶運動を続けてくださっている今、朝の
挨拶は小中学校でも高校でもそして幼稚
園や保育園の子ども達も意識して「おはよ
う」の声を出せるようになっています。挨
拶はコミュニケーションの第一歩です。

　「おはよう」や「さようなら」の挨拶ができるようになったら、次は「ありがとう」や
「ごめんなさい」です。これは相手を理解することができたり、相手を許すことがで
きる心の成長がないと言えない挨拶です。次の段階の挨拶だと言えます。大人でも
他の人の好意に対して心から感謝の気持ちで「ありがとう」と言える人は素晴らしい
と思います。更に挨拶で一番難しいのが「ごめんなさい」です。大事なものを壊して
しまったり相手に迷惑をかけたりした時、すぐに「ごめんなさい」と声に出して言え
ているでしょうか。心の中では謝っていても、なかなか相手にその気持ちを伝える「ご
めんなさい」が言えないものです。それができれば、喧嘩やいざこざは起こらない
で済むことも多いと思います。コミュニケーション力は相手を尊敬できたり大切に思
えたりするところに生まれるものです。
　「挨拶ができないくらい…」と思うのは、危険信号です。「挨拶ができてこそ」相手を理解する力が身
に付くのだと思います。如何ですか？家族の間でも友達同士でも、思い切って「ありがとう」や「ごめん
なさい」を声に出して言ってみましょう。きっと、相手の気持ちが分かってきます。そして温かい幸せな
気持ちになれると思います。自然に笑顔が広がると思います。

や ま び こ （２５）
熊野町
教育委員会

「たかがあいさつ　されどあいさつ！」


